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番
号

ペ
ー

ジ
/
項

質
問

・
意

見
等

委
員

の
考

え
ポ

イ
ン

ト
参

考
1

表
紙

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
会

社
の

業
務

報
告

書
が

そ
の

ま
ま

の
形

で
国

（
河

川
管

理
者

）
の

説
明

資
料

と
し

て
委

員
会

に
提

供
さ

れ
た

。
国

の
基

本
姿

勢
が

問
わ

れ
る

。

１
．

業
務

報
告

書
を

利
用

す
る

こ
と

は
か

ま
わ

な
い

が
、

重
要

な
検

討
課

題
は

、
国

（
河

川
管

理
者

）
自

ら
が

執
筆

す
べ

き
で

あ
る

。
２

．
国

が
業

務
を

民
間

に
委

託
す

る
が

、
業

務
報

告
書

と
公

的
な

見
解

と
は

区
分

け
す

る
べ

き
だ

。

正
常

流
量

は
基

本
方

針
の

最
重

要
項

目
の

一
つ

で
あ

る
。

河
川

法
第

１
２

条
の

２

2
１

－
９

　
流

況
流

況
の

経
年

変
化

図
1
-
3
-
1
に

お
い

て
、

　
1
/
1
0
渇

水
流

量
を

S
4
9

～
H

1
8
の

3
/
3
1
と

し
て

い
る

が
、

再
検

討
が

必
要

で
す

。

吉
野

川
分

水
の

通
水

前
と

通
水

後
で

渇
水

流
況

は
著

し
く
変

化
し

た
。

対
象

期
間

を
S
5
3
か

ら
H

2
0

の
3
/
3
0
を

採
用

す
る

べ
き

で
す

。

S
5
3
ま

で
は

県
営

事
業

等
の

末
端

整
備

等
の

た
め

安
定

し
て

い
ま

せ
ん

。
左

の
期

間
を

採
用

す
る

と
5
m

3
/
s強

と
な

り
、

よ
り

実
際

を
反

映
し

た
数

値
と

な
り

ま
す

。

基
準

渇
水

流
量

の
決

定
は

利
水

管
理

上
の

要
で

す
。

河
川

法
解

説
1
4
0
ペ

ー
ジ

参
照

3
1
.5

水
利

用
の

状
況

　
1
-
1
8

図
1
-
5
-
3

直
轄

区
間

を
対

象
と

し
た

場
合

と
大

和
川

水
系

を
対

象
と

し
た

場
合

で
利

水
構

造
は

変
わ

り
ま

す
。

　
利

水
構

造
を

検
討

す
る

に
は

、
水

系
全

体
を

対
象

と
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

整
備

計
画

は
直

轄
区

間
を

対
象

と
し

て
い

る
。

利
水

構
造

か
ら

見
る

と
水

系
の

一
部

で
す

。
淀

川
水

系
、

紀
ノ

川
水

系
か

ら
の

転
流

で
上

工
水

・
農

水
の

補
給

も
あ

り
ま

す
。

十
津

川
の

水
は

大
和

川
に

は
入

ら
な

い
（
下

淵
頭

首
工

は
大

和
丹

生
川

の
上

流
に

位
置

し
て

い
る

）
図

1
-
5
-
3
十

津
川

か
ら

吉
野

川
へ

約
1
.6

億
m

3
、

吉
野

川
約

1
.1

億
m

3

補
助

ダ
ム

も
建

設
さ

れ
て

い
て

、
再

検
討

が
必

要
。

4
1
.6

自
然

環
境

の
概

要
最

終
的

に
指

標
魚

種
に

採
用

さ
れ

て
い

る
ニ

ゴ
イ

の
名

前
が

挙
が

っ
て

こ
な

い
の

は
何

故
か

？
ニ

ゴ
イ

は
正

常
流

量
の

決
定

の
指

標
魚

種
に

は
な

ら
な

い
。

こ
こ

で
は

重
要

種
に

さ
れ

て
い

な
い

。

1
-
2
8
　

表
1
-
6
-
2
「
大

和
川

に
生

息
す

る
重

要
種

」
に

は
ニ

ゴ
イ

は
評

価
さ

れ
て

い
な

い
。

ニ
ゴ

イ
は

重
要

種
で

は
な

い
。

5
1
.8

河
道

計
画

1
-
3
5

基
本

方
針

の
5
2
0
0
m

3
/
sの

説
明

に
、

王
寺

流
量

3
2
0
0
、

石
川

流
量

1
7
0
0
の

合
計

が
4
8
0
0
と

な
っ

て
い

る
。

1
0
0
m

3
/
sの

差
が

出
て

い
る

が
？

委
員

会
で

説
明

が
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
が

、
図

1
-
8
-
1
に

は
説

明
が

な
い

。
柏

原
で

5
2
0
0
を

3
0
0

調
節

し
て

、
4
8
0
0
も

説
明

が
必

要
で

す
。

整
備

計
画

原
案

で
は

基
本

方
針

を
採

用
し

な
い

方
向

で
す

か
ら

、
そ

れ
と

の
整

合
性

が
別

途
検

討
が

必
要

で
す

。

基
本

方
針

の
考

え
方

6
1
.9

人
口

・
産

業
・
観

光
1
ー

3
7

想
定

氾
濫

区
域

に
は

約
4
2
3
km

2
に

3
9
3
万

人
が

暮
ら

し
て

い
る

。
想

定
氾

濫
区

域
は

ど
こ

か
？

公
表

さ
れ

た
も

の
を

記
載

す
べ

き
で

あ
る

。
想

定
氾

濫
区

域
を

明
示

す
る

必
要

が
あ

る
。

想
定

氾
濫

区
域

の
取

り
扱

い
を

議
論

し
て

お
く
必

要
あ

り

7
1
．

1
0
．

1
ダ

ム
計

画
の

概
要

表
1
-
1
0
-
1
に

は
、

６
基

の
県

営
・
府

営
ダ

ム
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

す
べ

て
補

助
ダ

ム
で

あ
る

。
１

．
ど

の
よ

う
な

基
準

で
６

基
を

選
ば

れ
た

の
か

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
．

大
和

川
本

線
に

対
す

る
治

水
、

利
水

の
関

係
を

整
備

計
画

原
案

で
は

触
れ

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
倉

橋
た

め
池

、
初

瀬
ダ

ム
、

狭
山

池
（
ダ

ム
）
（
例

え
ば

、
図

2
-
4
）

の
検

討
は

し
な

く
て

よ
い

か
。

こ
れ

ら
の

ダ
ム

は
、

工
事

実
施

基
本

計
画

を
基

礎
と

し
て

い
る

。
基

本
方

針
を

反
映

し
な

い
原

案
で

は
ダ

ム
操

作
管

理
の

見
直

し
が

必
要

で
は

な
か

ろ
う

か
。

整
備

計
画

原
案

の
も

と
で

指
定

区
間

と
直

轄
区

間
の

バ
ラ

ン
ス

が
キ

チ
ン

と
取

れ
て

い
る

か
ど

う
か

説
明

が
必

要
で

す
。

8
1
.7

.3
　

C
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
年

は
平

成
２

２
年

と
定

め
ら

れ
て

い
る

。
本

年
は

目
標

年
で

す
。

目
標

達
成

状
況

、
目

標
水

質
改

善
状

況
、

整
備

状
況

等
の

対
応

は
ど

う
か

？

直
轄

区
間

の
施

設
整

備
（
進

捗
）
状

況
は

ど
う

か
。

整
備

計
画

原
案

と
の

関
係

は
ど

う
な

っ
て

い
る

か
。

施
設

整
備

に
関

し
て

は
費

用
対

効
果

の
分

析
が

必
要

で
あ

る
。
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番
号

ペ
ー

ジ
/
項

質
問

・
意

見
等

委
員

の
考

え
ポ

イ
ン

ト
参

考
9

２
．

対
象

区
間

の
設

定
対

象
区

間
の

設
定

理
由

が
述

べ
ら

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

だ
け

で
、

こ
の

区
間

が
設

定
さ

れ
て

る
理

由
は

わ
か

ら
な

い
。

１
．

水
質

改
善

の
状

況
は

C
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
標

年
（
平

成
２

２
年

）
で

は
、

ほ
ぼ

完
成

し
て

い
る

、
実

際
は

ど
う

か
、

２
．

ほ
と

ん
ど

が
堰

の
湛

水
区

間
、

と
な

っ
て

い
る

が
事

実
と

異
な

る
。

３
．

大
阪

府
他

支
流

：
河

川
利

用
も

な
く
が

事
実

と
異

な
る

。
４

．
奈

良
県

内
の

ダ
ム

の
影

響
お

よ
び

吉
野

川
分

水
の

影
響

に
つ

い
て

も
事

実
と

異
な

る
。

１
．

堰
の

湛
水

区
間

が
連

続
し

て
い

る
こ

と
は

な
い

。
２

．
西

除
川

で
は

狭
山

池
に

よ
る

農
業

用
水

の
利

用
お

よ
び

伏
流

水
を

含
む

地
下

水
利

用
が

大
き

い
。

３
．

吉
野

川
分

水
の

影
響

お
よ

び
水

道
水

の
淀

川
水

系
か

ら
の

転
流

も
考

慮
し

な
い

と
い

け
な

い
。

河
川

正
常

流
量

を
分

析
す

る
場

合
、

指
定

区
間

も
含

め
て

水
系

全
域

を
対

象
と

し
て

、
検

討
の

結
果

、
基

準
と

な
る

ポ
イ

ン
ト

の
流

量
を

設
定

す
る

、
必

要
が

あ
る

。
実

際
に

指
定

区
間

で
は

維
持

流
量

の
決

定
が

な
さ

れ
て

い
る

。

1
0

図
3
-
2
-
2
(1

)
お

よ
び

(2
)

(2
)魚

種
（
重

要
種

）
の

な
か

に
ニ

ゴ
イ

は
あ

が
っ

て
い

な
い

こ
の

章
ま

で
は

、
ニ

ゴ
イ

は
検

討
対

象
か

ら
除

外
さ

れ
て

い
る

。

1
1

(1
)対

象
魚

種
の

選
定

(2
)代

表
魚

種
の

選
定

検
討

の
対

象
と

す
る

魚
種

を
４

要
素

に
も

と
ず

き
区

間
毎

に
選

定
す

る
・
・
・
と

し
て

い
る

。
４

要
素

の
中

に
「
重

要
種

」
の

項
目

が
上

げ
ら

れ
て

い
る

。
表

４
－

１
－

２
で

は
じ

め
て

ニ
ゴ

イ
の

名
前

が
で

て
く
る

。
ニ

ゴ
イ

は
代

表
種

か
ら

除
外

す
べ

き
で

す
。

４
要

素
に

も
と

づ
い

て
、

選
定

す
る

の
で

あ
る

か
ら

表
４

－
１

－
２

の
種

名
の

中
か

ら
、

代
表

魚
種

の
選

定
に

当
た

っ
て

、
重

要
種

で
な

い
魚

種
を

除
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
何

故
、

自
ら

定
め

た
選

定
基

準
を

無
視

す
る

の
か

、

本
検

討
業

務
報

告
の

不
可

解
な

点
の

一
つ

で
あ

る
。

1
2

b
)評

価
指

標
（
４

－
１

１
）

ニ
ゴ

イ
に

つ
い

て
の

記
述

、
森

下
先

生
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
概

要
・
・
・
産

卵
に

必
要

な
水

深
こ

の
章

は
、

全
面

的
に

再
検

討
す

る
べ

き
で

す
。

そ
も

そ
も

、
ニ

ゴ
イ

は
代

表
種

か
ら

除
外

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
に

、
こ

の
章

か
ら

急
に

検
討

さ
れ

始
め

て
、

体
高

等
の

記
載

事
項

に
矛

盾
が

多
い

。
1
3

(2
)必

要
流

量
す

で
に

１
２

．
で

再
検

討
を

必
要

と
し

て
い

る
の

で
、

以
下

の
記

述
に

つ
い

て
は

コ
メ

ン
ト

の
必

要
は

な
い

。

表
4
-
1
-
1
5
(1

) 必
要

水
深

　
ウ

グ
イ

・
ニ

ゴ
イ

3
0
c
m

,　
表

4
-
1
-
1
5
(2

)必
要

流
速

ウ
グ

イ
3
0
c
m

/
s、

　
　

　
表

4
-
1
-
1
7
必

要
流

量
、

が
で

て
い

る
が

、
各

数
値

の
決

定
手

順
が

明
ら

か
で

は
な

い
。

こ
の

部
分

は
、

必
要

流
量

の
決

定
の

キ
ー

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

数
値

だ
け

が
記

載
さ

れ
て

、
そ

の
説

明
が

な
い

。

こ
の

業
務

報
告

書
の

根
幹

の
部

分
で

あ
る

が
、

説
明

が
な

い
。

1
4

a)
か

ら
ｆ）

ま
で

ペ
ー

ジ
4
-
3
2

～
4
-
3
7

水
面

幅
（
図

上
で

）
、

川
幅

（
下

の
説

明
文

）
の

説
明

が
分

か
ら

な
い

。
　

図
4
-
1
7
-
(1

)～
(6

）
H

-
Q

図
に

置
い

て
、

必
要

と
す

る
5
m

3
/
s近

辺
の

流
量

実
測

デ
ー

タ
が

な
い

、
何

故
か

？

重
要

な
要

素
で

あ
り

、
年

間
を

通
じ

て
、

こ
の

程
度

の
流

量
は

観
測

さ
れ

る
は

ず
。

実
測

デ
ー

タ
で

作
図

す
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
、

流
速

の
チ

ェ
ッ

ク
が

必
要

で
あ

る
。

川
幅

や
流

速
は

水
深

と
と

も
に

、
流

量
決

定
の

キ
ー

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

分
析

検
討

が
不

十
分

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

実
測

デ
ー

タ
が

と
れ

な
い

な
ら

ば
そ

の
理

由
を

記
載

す
る

べ
き

で
す

。

1
5

4
.1

.2
漁

業
表

4
-
1
-
1
8
　

C
ar

as
si

u
s 

と
は

何
か

？
綴

り
が

異
な

っ
て

い
る

が
。

説
明

し
て

下
さ

い
。

現
在

、
漁

業
権

の
設

定
は

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
区

域
は

設
定

奈
良

県
内

に
あ

り
、

指
定

区
間

も
含

ま
れ

て
い

る
。

正
常

流
量

決
定

区
間

外
で

も
あ

る
。

つ
づ

り
が

異
な

っ
て

い
る

。
も

う
少

し
緊

張
し

て
、

記
述

し
て

欲
し

い
。

役
所

の
チ

ェ
ッ

ク
が

な
か

っ
た

の
か

な
あ

。
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番
号

ペ
ー

ジ
/
項

質
問

・
意

見
等

委
員

の
考

え
ポ

イ
ン

ト
参

考
1
6

4
.2

.2
必

要
流

量
の

算
出

図
4
-
2
-
1
必

要
流

量
設

定
方

法
に

つ
い

て
、

点
は

実
測

デ
ー

タ
で

す
か

？
何

と
の

相
関

係
数

で
す

か
？

流
量

の
範

囲
が

、
0
～

1
0
m

3
/
sで

表
さ

れ
て

い
る

。
質

問
１

４
と

比
べ

て
、

流
量

の
範

囲
が

大
き

く
ず

れ
て

い
る

。
何

故
で

し
ょ

う
か

？

５
回

の
流

量
観

測
結

果
と

記
述

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

流
量

範
囲

の
実

測
値

が
あ

る
よ

う
で

す
ね

。
質

問
１

４
の

図
は

再
検

討
し

て
下

さ
い

。

次
第

に
ず

さ
ん

な
業

務
報

告
書

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
役

所
の

チ
ェ

ッ
ク

が
な

か
っ

た
の

か
な

あ
。

1
7

4
.3

流
水

の
清

潔
の

保
持

か
ら

の
必

要
流

量

流
総

計
画

の
作

成
年

は
何

年
か

？
図

4
-
3
-
3
に

お
い

て
、

C
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

績
お

よ
び

水
質

観
測

結
果

と
流

総
計

画
（
H

2
2
年

目
標

)
の

照
合

が
必

要
で

す
。

流
総

計
画

の
下

水
道

整
備

完
了

年
は

平
成

2
2

年
で

あ
る

。
本

年
の

実
績

と
照

合
し

て
、

こ
の

章
の

再
検

討
を

し
て

下
さ

い
。

流
総

計
画

の
単

な
る

数
値

（
流

達
負

荷
量

）
計

算
だ

け
で

な
く
、

実
際

の
状

況
を

も
と

に
、

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

計
画

の
時

点
か

ら
の

時
間

経
過

が
検

討
さ

れ
て

い
な

い
。

架
空

の
計

算
結

果
で

は
議

論
し

よ
う

が
な

い
。

1
8

ペ
ー

ジ
4
-
6
2

表
4
-
3
-
1
5
区

間
別

の
渇

水
流

量
と

は
何

か
？

渇
水

流
量

の
定

義
は

、
国

土
交

通
省

で
な

さ
れ

て
い

ま
す

。
何

年
の

渇
水

流
量

で
す

か
？

言
葉

遣
い

が
あ

い
ま

い
に

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
次

第
に

ず
さ

ん
な

業
務

報
告

書
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

役
所

の
チ

ェ
ッ

ク
が

な
か

っ
た

の
か

な
あ

。

1
9

５
．

維
持

流
量

６
．

水
利

流
量

７
．

支
川

流
量

の
設

定
等

こ
の

３
つ

の
章

は
難

し
く
理

解
で

き
ま

せ
ん

。
上

記
の

質
問

事
項

（
１

８
ま

で
）
が

検
討

さ
れ

た
後

、
分

か
り

や
す

く
説

明
し

て
下

さ
い

。
説

明
が

分
か

ら
な

い
の

は
、

も
ち

ろ
ん

、
読

者
側

（
委

員
）
の

力
不

足
も

あ
り

ま
す

が
、

事
業

者
と

し
て

分
か

り
や

す
く
表

現
す

る
努

力
も

必
要

で
す

。

事
業

者
は

、
出

来
る

限
り

分
か

り
や

す
く
説

明
す

る
責

任
が

あ
り

ま
す

。

2
0

８
．

正
常

流
量

図
8
-
2
-
2
(1

)(
2
) に

つ
い

て
上

記
の

質
問

事
項

（
１

８
ま

で
）
が

検
討

さ
れ

た
後

、
分

か
り

や
す

く
説

明
し

て
下

さ
い

。
図

の
表

現
そ

の
も

の
が

複
雑

で
理

解
で

き
な

い
。

説
明

が
分

か
ら

な
い

の
は

、
も

ち
ろ

ん
、

読
者

側
（
委

員
）
の

力
不

足
も

あ
り

ま
す

が
、

事
業

者
と

し
て

分
か

り
や

す
く
表

現
す

る
努

力
も

必
要

で
す

。

事
業

者
は

、
出

来
る

限
り

分
か

り
や

す
く
説

明
す

る
責

任
が

あ
り

ま
す

。

2
1

(1
)基

本
方

針
文

（
案

）
大

和
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

の
文

案
ま

で
、

業
務

報
告

書
に

記
述

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

ん
な

こ
と

で
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
？

業
務

報
告

者
と

事
業

者
（
国

）
は

立
場

も
違

い
ま

す
。

何
も

か
も

全
部

お
願

い
し

ま
す

、
で

は
、

納
税

者
は

ど
う

思
う

で
し

ょ
う

か
。

せ
め

て
、

事
業

者
が

自
ら

の
言

葉
で

、
説

明
書

を
キ

チ
ン

と
作

成
す

べ
き

で
す

。
事

業
者

の
気

の
ゆ

る
み

と
、

国
民

か
ら

「
た

る
ん

ど
る

」
と

言
わ

れ
や

し
な

い
か

？
職

員
が

せ
っ

か
く
頑

張
っ

て
い

る
の

に
、

こ
の

よ
う

な
ず

さ
ん

な
も

の
で

、
整

備
計

画
全

体
の

評
価

が
落

ち
て

し
ま

い
ま

す
。

業
者

に
任

せ
き

り
、

丸
投

げ
・

丸
飲

み
、

と
批

判
さ

れ
て

も
仕

方
が

あ
り

ま
せ

ん
。
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